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ふれあい in もりや !
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　１０月５日、郷州小学校３年生児童５１名、１０月１８日に
は守谷小学校４年生１５６名、１１月７日には高野小学校４年生児童６６名が車いす・目かくし歩行体験の他、手話や点
字体験を各学校の校舎のスロープや階段、体育館を利用し行った。それぞれの体験を通じて、児童からは「車いすで段差
をあがるとき、急にかたむけられると少しこわかった。車いすで右に行きたい時は、右をおさえて左を回す。左に行きた
いときは左をおさえて右を回すことを初めて知っておどろきました。」「目が見えない人や耳が聞こえない人のことをいま
まで考えたことはなかったけど、福祉体験をして気持ちがわかりました。これからは目が見えなかったり耳が聞こえない
人、おじいちゃんおばあちゃんたちが困っていたら助けてあげたい。」などの感想が寄せられた。また、体験時には、「手
話サークルふれあい」や「トゥインクル」、点字の青木先生に熱心にご指導いただきました。ありがとうございました。

各学校で福祉体験！

〒302-0109　守谷市本町６２２－２
TEL 0297-48-8591  FAX 0297-48-8965
Eメール：moriya-sc@tenor.ocn.ne.jp
URL：http://www.moriya-sc.or.jp

公益社団法人

守谷市シルバー人材センター
公益社団法人

守谷市シルバー人材センター

市内在住で、原則６０歳以上の健康で働く意欲のある方。
お気軽に事務所へお問い合わせください。

入会を
　お考えの方へ
入会を
　お考えの方へ ☎0297ー48ー8591☎0297ー48ー8591

㈱総合保険・富士 保険工房オフィス
守谷市けやき台2-11-7

TEL 0297-34-1322　FAX 0297-34-1323
Eメール hokenkobo@sogohoken-fuji.jp

㈱総合保険・富士 保険工房オフィス

身近で頼れるアドバイザー
プロフェッショナルの保険代理店

あなたと、大切な人を守る
　　　　　　保険の事はお任せください。

元気はつらつ！体を動かそう！
　１０月１１日、「第２３回いばらきねんりんスポーツ大会」がひたちなか市「笠松運動
公園」にて開催。当日は、県内各市町村からゲートボール、クロッケー、ペタンク、輪投
げ、グラウンドゴルフの代表約１, １００名が集い、守谷市からは５月の市内大会を勝ち
上がったゲートボール、ペタンク、輪投げ各１チームとグラウンドゴルフの６名が参加。
　日頃の練習成果を発揮し、熱い戦いを繰り広げ、グラウンドゴルフでは、３名が予選を

通過。決勝でも健闘し、菊地幸恵選手が２位、福田芳美選手が５位に入り、見事、来年の
全国ねんりんピック和歌山大会への切符を手に入れました。帰りのバスの中ではお互い健
闘を称え、今後練習に励み、また来年の出場をめざし頑張ることを誓うとともに、昨年、
グラウンドゴルフで６位に入り、１１月３日から全国ねんりんピック富山大会に茨城県代
表として出場する大塲宰選手へのエールを送った。その大塲選手は、大会でホールインワ
ンも出すなど健闘しました。

アフリカ太鼓のリズムに合わせて！
　１０月２７日、今年も伊奈特別支援学校守谷地区会の児童生徒や保護者、
守谷市ボランティア協会員、高野子どもヘルパーの交流事業「ふれあい in
守谷」を北守谷公民館で実施。今年は伊奈特別支援学校ＰＴＡ守谷地区会役
員が「アフリカ太鼓で楽しもう！」を企画。つくば市在住のパーカッショニ
スト遊唄先生指導のもと、ジャンベという太鼓をみんなで叩いたり、そのリ
ズムに合わせて踊った。
　最初は遠慮していた参加者も先生の巧みな声掛けや独特のアフリカンリズ
ムに次第に盛り上がり、最後には全員、汗だくになりながらダンスを楽しんでいた。（表紙）
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親子でさまざまなことにチャレンジ！
　９月２３日、社協児童福祉委員会による、ひとり親世帯交流事業をフジ取手ボウ
ルで開催６組１４名の親子が参加。
　ボウリングを初めてやる子は、お母さんお父さんや委員からボールの投げ方を教
えてもらい、おっかなびっくりしながら投球。お父さんやお母さん、委員も久々の
ボウリングにピンが倒れるたびに拍手やハイタッチ。

　ゲーム後、みんなでカレーライスを食べ、表彰式では、子どもたち全員に手作り
のメダルが首にかけられ、新たな交流もできた。
　１１月２５日、同じく社協児童福祉委員会による、ひとり親世帯交流事業「おや
こでクッキング」を保健センターを会場に開催し、５組１１名の親子が参加。
　今回も守谷市食生活改善推進員に協力いただき、タコライス作りにチャレンジ！
バンダナとエプロンをまとった子供たちが野菜を切ったり、食器に盛り付けをし、
出来上がったごはんを満面な笑顔で食べていた。食後には、食育クイズやゲームを
しながら、親子同士交流もでき、笑いの堪えない交流となった。

地域の輪が広がっています！
　９月２７日、さいたま市植水地区社協役員２５名が来所し、本会の支部（地区）
社協や地域福祉活動計画の取り組み状況などについて視察。当日は、高野支部社
協や高野地区地域福祉活動計画実行委員から高野地区の地域課題に対し、「見守
り」、「サロン」、「ネットワーク」の３つのチームを構成し、解題解決に向け取り
組んでいる実践内容を各チームリーダーから報告。その後もお互い事業を取り組
む際の課題・問題点や解決のきっかけとなるような忌憚のない意見交換がされ、
互いに今後の活動の新たなヒントや気づきを得る交流となった。

　　　　　　　　　　茨城県障害者福祉のつどい！
　１０月１１日、小美玉市小川文化センターで開催された「茨城県障害者福祉の
集い」に、社協障がい児者福祉委員が参加。茨城県立水戸聾学校の生徒によるダ
ンスで始まり、「中途失明を乗り越えて、盲導犬デイリーと笑いを届ける噺家桂文
太」と題した講演。桂氏は、５０歳の時、網膜色変性症と診断され、その後失明。
視力を失い、やはり歩行や駅のホームなどは恐怖だった。そんな中、人生をとも
に歩んでくれる盲導犬デイリーと出会い、今ではその心強いパートナーとともに
寄席や多くの場所に出向き、高座や講演など活動できるようになったが、改めて、
盲導犬のパピーウォーカーや育成団体、高座や生活していく上で、多く人たちに

支えられていると感じ、感謝しているなどの話をお聴きし、地域の私たちもより障がいを理解し、いろいろな面で
支えることで障がい者が元気に活動できることを再認識することができた。

新たな地域課題解決に向けた情報交換
　１１月５日、常陸太田市社会福祉協議会を本会社協総務委員会と守谷支部社協
合同で視察。常陸太田市社協でも守谷市と同時期に第２期地域福祉活動計画を策
定。合併により県内で一番面積が広い市域の中、１９地区でそれぞれの実情に合
わせた地域福祉活動の取り組み状況を説明受けた後、互いに取り組みの課題や情
報交換などを行った。
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● みんなで楽しいクリスマス！
　１２月１８日、守谷市障害児父母の会「ぽかぽかの会」主催のお楽しみ

会が守谷市交際国流センターで開催。今年もヴァイオリンやピアノの先生

のミニコンサートや会のメンバーによる歌やハンドベルの演奏などが披露

された。当日は、高野子どもヘルパー１２名と守谷市更生保護女性会のメ

ンバーもサンタ帽やトナカイカチューシャをかぶり参加し、会のメンバー

に負けじと手話ソングを披露したり、一緒にゲームしながら盛り上げた。

日頃の練習の成果が発揮された演奏に参加者からは温かい拍手が沸き、和

やかな会ととなった。

● 委員もいっしょに楽しみました！
　１２月１０日、守谷市内小・中学校の特別支援学級と伊奈特別支援学校の

児童・生徒や保護者、関係者が北守谷公民館で今年も「みんなで楽しむクリ

スマス」を開催。

　社協障がい児者福祉委員会では、新たにブレーメン音楽隊をモチーフにし

たペープサート「社協ゆかいな仲間たち」を披露。この日に向けて練習を重

ねた動物のペープサートが登場するたびに会場から掛け声や感嘆の声が上

がった。

　また、１２月２３日、市内の知的障がい者支援施設「さくら荘」のクリス

マス会でも同じくペープサートを披露。

　両日とも劇の最後にはみんなでクリスマスの歌を唄ったり、サンタさんか

らクリスマスプレゼントが渡され、笑顔が広がり、障がい児者委員も楽しく

交流ができた。

　今年も２月から段飾り雛人形や手作り
のつるし雛、ひょうたん雛やかわり雛な
ど、市役所をはじめ市内１４ヶ所で展示、
開催された「守谷ひなまつり」や施設な
どでも展示され、ひと足早い艶やかなで
色とりどりのお雛様に見る人の目を楽し
ませていた。
　げんき館の利用者からの「こんなつる
し雛もあるのね」「可愛いお雛様も見ると
童心に返るわ！」の声に「うん十年前だね」
など、本当に童心に返ったような笑い声
がたえなかった。

ほっと！

ニュース！

峰 林 荘社会福祉法人 峰 林 会

特別養護老人ホーム

守谷市野木崎 ＴＥＬ

ここでは、みんなが家族です
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紅葉と自然の雄大さに感動！
　１１月１４日、高齢者世帯同士の交流、外出機会の提供を目的に今年も「高齢者
世帯１日遠足」を実施。当日は、秋晴れの中、５７組１１４名と社協高齢者福祉委員・
広報委員も同行し、紅葉に包まれた東洋のナイアガラとも呼ばれる群馬県沼田市の
天然記念物「吹割の滝」周辺を散策。その後、俳優（故）津川雅彦氏も尽力し、エディ
ンバラから移築された「ロックハート城」を散策。周辺には教会や英国庭園、城内
には津川氏が集めたサンタミュージアムやジュエリーミュージアムなども見学。道
の駅関東ランキング１位に輝いた「田園プラザ川場」にも立ち寄り、地元のりんご
や野菜、川場ビールや地酒など滞在時間いっぱいまで満喫して帰路についた。

地域支え合いの重要性を再認識！
　１０月１８日、社協高齢者福祉委員会・地区福祉委員会・大野支部社協合同で、
長野県千曲市社会福祉協議会が取り組む「地域支え合い事業つなぐ」について視察
研修。千曲市は、平成２８年１０月には人口約６万人だったが、現在は高齢化率
３２.５％、人口も６万人を切る中、普段の暮らしで「ゴミ置き場まで出しに行く
のが大変」「家財の移動や電球交換ができない」「玄関から道路までの雪かきが大変」
などに対応するため、会員制の支え合い事業がスタート！。１枚２００円（支援目
安２０分）の地域通貨「チクマ券」を制作・発行。利用者が券を購入し、協力者へ
支援のお礼券として渡され、その券が地元商工会や商工会議所の協力のもと、市内の協力店舗で利用できるしくみを作
り運用。事業をすすめる中で、目的の「新たな地域のつながり」は生まれてきたが、会員の地域性や商工会等に加入し
ていない店舗でのチクマ券利用拡大、コーディネートする職員の確保などの課題も見えてきた。しかし、守谷市におい
ても「地域で支える共助のしくみ」は不可欠で、今後の事業の参考となる研修となった。
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ら
荘

・
㈱
レ
オ
パ
レ
ス
21
あ
ず
み
の
苑　

　
　
　

    

ラ･

テ
ラ
ス
小
絹

・
手
話
サ
ー
ク
ル
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

・
㈱
坂
巻
兄
弟
建
設

・
㈱
レ
ス
ト

・
峰　

林　

荘

・
国
体
実
行
委
員
会 

事
務
局

・
守
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
守
谷
市
役
所

・
匿　

名　

９
件

【
玄　
米
】

・
匿　

名

○
指
定
預
託

【
冷
却
タ
オ
ル
３
０
０
ヶ
】

・
㈱
セ
イ
ム

【
手
芸
品　
11
点
】

・
守
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

親
睦
会　

銀
の
会

《
払
出
状
況
》

【
使
用
済
古
切
手
】

・（
社
団
）日
本
キ
リ
ス
ト
教

海
外
医
療
協
力
会

【
玄　
米
】

・
生
活
困
窮
世
帯

《
指
定
払
出
状
況
》

【
冷
却
タ
オ
ル
３
０
０
ヶ
】

・
市
内
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

【
手
芸
品　
11
点
】

・
げ
ん
き
館

み
な
さ
ん
か
ら
の

　
　
　

あ
た
た
か
い
善
意
が
届
き
ま
し
た

△古河ヤクルト様

　より

△松丸市長より

皆様からの会費が地域福祉の原動力に！
（平成 30 年度　守谷市社会福祉協議会会員会費のご報告 )

※法人会費の会員数（　）内は、新加入法人数です
平成３０年１１月３０日現在

（単位：社／円）

　

今
年
も
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
一
般
・
特
別
会
員

な
ら
び
に
法
人
会
員
の
集
計
結
果
を
左
表
・
次
項
の
通
り
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
お
預
か
り
い
た
し
ま
し
た
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
福
祉
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地　区　名
特別会員 一般会員 法　人　会　員

合　　計
金　　額 金　　額 会員数 金　　額

み ず き 野 8,000 508,300 18（  0） 75,000 591,300 

守 　  　 谷 24,000 1,638,300 167（  5） 1,007,000 2,669,300 

大 　  　 野 1,000 309,500 50（  1） 295,000 605,500

高 　  　 野 85,000 802,000 83（  4） 477,000 1,364,000 

大 井 沢 3,000 288,400 57（  0） 393,000 684,400

北 守 谷 8,000 1,034,150 86（  6） 349,000 1,391,150 

合 　  　 計 129,000 4,580,650 461（16） 2,596,000 7,305,650

個 　 　 別 2,000 1,000 3,000 

総    合     計 131,000 4,581,650 461（16） 2,596,000
総合計

7,308,650

あなたもできる＂食＂の支援
ＢＯＸに食品を入れて下さい

　守谷市役所１階市民ホールと保
健センター玄関口に「きずなＢＯ
Ｘ」を設置しました！

　フードバンク茨城では、社会的
支援を必要する人たち、食事提供
をする団体や福祉施設などに食品
を届ける活動を行っています。
　市民の方々から食品のご寄付を
いただく方法として、公共の場所
に「きずなＢＯＸ（食品収集箱）」
を設置しております、ご協力をよ
ろしくお願いいたします。
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　社協法人会員として、市内各法人事業所（4６１社）の皆様にご加入いただき、深く感謝申し上げるとと
もにここにご報告させていただきます。なお、会費の使途につきましては、ボランティア推進、各種相談事
業のほか、地域福祉事業に活用させていただいております。

30

 み ず き 野 地 区

㈱ＧＭＪ
㈱ＲＥＩ　ＴＯＲＩＩ 
㈲アイピー安井
NPO 法人

明日のみずき野を考える会
㈲アリイナ
アルファーム薬局　みずき野店

（医）同泰会
㈱海宝守谷インターナショナル

スイミングスクール
（合）キューブワークス
㈱広翔会
㈱下野メディカル みずき野薬局
㈱新邦
㈲ステージオプティカル
㈱プラチナコーティング
みずき野歯科医院
㈲水野テクノリサーチ
優勝㈲
㈲リフォーム・アンド・メンテ

守 　谷　 地　 区

㈱０１st
㈱ＥＭプランニング
ｉ－ｋｉｔｃｈｅｎ　守谷店
㈱ＩＳＩライフ・クリエイト　

守谷中央薬局
J Ａ茨城みなみ守谷支店
㈱ＴＧＫ
㈱ＴＭＥ
アイアール・ファーマシー㈱
㈱アイグランあい保育園

百合ヶ丘
㈱アインファーマシーズ　

アイン薬局　守谷店
㈲浅井設備工業
アサヒ飲料販売㈱
旭コンクリート工業㈱茨城工場
㈱あじかん 守谷工場
学校法人 有松学院　

守谷ひかり幼稚園
㈱アズマロジスティクス
㈲飯嶋
㈲イイジマ電気
㈲飯田薬局 守谷店
イオンタウン㈱
石田電子㈱
いとう眼科
茨城グランディハウス㈱

守谷支店
茨城県信用組合 守谷支店
いばらきコープ生活協同組合
茨城トヨタ自動車㈱守谷店
茨城トヨペット㈱守谷松並店

㈲入江
㈲梅木商会
㈱エイワパック
㈲エヌ・エヌ・シー
㈱大塚製作所 守谷工場
㈱おおもり
㈲オオヤマ建設工業
大山設備㈱
㈱大和田
大和田医院
㈲大和田鉄工
㈲オカミ
荻野工業㈱
㈱長田屋
㈲オフィスアシスト
㈲海鮮割烹お好み焼 ひさご亭
㈲柏屋
㈱カスミ　

フードオフストッカー　守谷店
桂不動産㈱守谷支店
㈱ガンダーラ
関鉄県南タクシー㈱
関東レジン興業㈱
㈲神野縫製
㈲吉右エ門
㈱共信

（医）慶友会
㈲ケーユー・コーポレーション
㈲元禄
㈱宏機製作所
㈱工業技術研究所　

守谷センター
合金サービス
㈱ここみ
㈱小高鉄工所
㈱小森材木店
㈲斉藤設備工業
㈱佐瀬トータルケアセンター

（医）三星会　
茨城リハビリテーション病院

㈱三和フード
（医）至心会 

よしみ内科・胃腸科医院
㈲シノヤ・システム
下村アルミ
㈱下村交商
下村和裁技術者養成所
常総生活協同組合
庄屋土地㈲
㈱常陽銀行　守谷支店
ショウワ㈱
㈱鈴裕化学
㈱スターティング　アゲイン
㈱寿
㈱スミカクリエイト
正和産業㈱
積和建設東関東㈱

㈲雪園
㈱ゼン茨城営業所

（医）宗庵
㈲染谷家具店　守谷店
㈱染谷工務店　守谷営業所
㈲染谷板金工業所
㈲大円
大東建託㈱守谷支店
㈲ダイワ
㈱たかはし
㈲髙橋看板工業所
㈱髙橋合金
高橋不動産サービス㈲
㈲高宮タイル興業
㈲滝本工業
田子金属㈱守谷営業所
㈱舘野設備工業
㈲たなかや
㈲田原木型製作所  守谷工場
千頭和ＪN Ｇ㈱
㈱千葉銀行 守谷支店
ちばらき塗料販売㈱
㈲中央医療商会
㈱筑波銀行　

守谷支店・守谷南支店
㈲寺田屋本店
東部液化石油㈱
東部瓦斯㈱
東部ガスリビングサービス㈱

守谷事業所
東名化学工業㈱関東工場
東名輸送㈱
㈲直井ふとん店
㈲永井商会
㈱ナガツマ
㈲中村建設
㈲ナカヤマ・コーポレーション
㈱ニチコム ドコモショップ守谷
日本設備管理㈱
日本通運㈱

守谷ロジスティクスセンター事業所
㈲ぬくとばっこ
㈲根本工務店
㈲伯山室 

ポッシュ・ドゥ・マモン
㈱白興
㈲ビイーン
㈱東日本住宅評価センター
㈱ビューテック
㈲ヒラチ樹脂
ひろカイロ整体院
フジノエステート㈱
フジノヤ㈱
㈲フルスロットル

（医）古谷あいし会
㈱フレッシュロジスティック

取手センター

㈱文道電気
㈲ブンドー工業
平成セレモニーホール
㈱堀越建装
㈱まことプロデュース
マツタ電気㈱
松丸工業㈱
㈱宮本ダスキン守谷支店

代表取締役 宮本雅年
むつみ造園土木㈱
メークス
モーリス防災販売㈱守谷営業所
守谷園
守谷市管工事業協同組合
守谷市建設業協同組合
守谷市商工会
( 公社）守谷市シルバー人材センター
守谷自動車学校㈱
㈱守谷商会
㈱守谷葬儀社
守谷タクシー㈲
守谷防災
㈲守谷薬局
八潮化学㈱
㈲山富
㈱山富造園
結城信用金庫 守谷支店
ラーメンく～た
㈱ライフステージ２１
理美容そめや

（医）療英会
㈱レジェンドスタッフ

（医）論賛会　渡辺歯科クリニック
㈱ワーク
ワークスタッフ㈱
㈲和田電器

大　野　支　部

㈱Ｋ－ I ＮＮ O ＶＡＴＩO Ｎ
㈱ＳＹＮカーサービス
㈱ＴＮ化成
アサヒケアサービス㈲

みやびの里　守谷
アサヒビール㈱茨城工場
飯沼工務店
㈲泉屋食品
㈲一穂
㈱ウォーターエージェンシー
㈲エム・アールトリード
㈲河島ギヤー製作所
㈱北島産業電機
栗原工業㈱

（医）弘明会
㈱サイトウ
佐藤タイル工業㈲
㈱シイナクリーン
自由民主党　守谷支部

（５０音順・敬称略・法人名称略）
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㈱商元
セインジャパン㈱
㈲染谷ガーデン
㈲空色
㈱大豊産業
高木工業所㈲
㈱タクマテクノス常総事務所
忠インベストメント㈱
㈱中央タウンアスリード
東明作業㈱守谷営業所
虎屋食品㈲
㈱のぎさき薬局
㈲野口左官工業
㈲長谷川土建
㈲藤井商店
㈲伯耆田製作所

（福）峰林会
㈲ホーキタ清運
㈲松丸造園工事
㈱三峯コバヤシ
宮代技建㈱
㈱ミルク
㈲メヤマ
㈱毛利一弘建築設計事務所
農事組合法人　

守谷ＳＡやさい村
農事組合法人守谷凍菜組合
㈱守谷福祉協会
山口建材工業㈱
㈲ヨコセ工業
㈱ヨシダ建具
㈱レスト

高　野　支　部

㈲Ｂｅハウス・アクト
㈱ＪＯＩＮＵＳ

（合）ＯＮ研究所
㈲ＲアンドＣ茨城サービス
㈱アーバンメガネハット守谷店
㈱アイ・エス
アイフルホーム守谷店
㈱アヴァンツァーレ
鮎川典礼
イチイ不動産㈱
一誠商事㈱守谷支店
茨城ダイハツ販売㈱
ウェディングヒルズ　アジュール

（福）英伸会　七福神
岡田動物病院
小川交通㈲
㈲オンザロード
㈱菓子工房あおい
㈲カミス総合防災

茨城西南営業所
川口土地㈱
韓国家
㈲きぬ住販
㈱クック・オペレーション

焼肉屋さかい守谷店
グリーンモリヤ
㈲栗原自動車工場
㈱小泉東関東　守谷営業所
㈲晃士実業
弘和電気工業㈱
㈱こどもの森

南守谷児童センター
㈱小林石材工業　守谷営業所
㈱サニクリーン東京

茨城南営業所
㈲サミットアールアンド・デイ
㈲三美園小林

㈲サンモリヤ
㈱三立通信
㈱シアメット
 訪問看護ステーションしあわせ

㈱シェルパ
（同）ジオプレイズ
㈱紫峰　けやき台調剤薬局
㈱ジョイフル

アスレティッククラブ守谷
㈱ジョイフル本田　守谷店
㈲常総商事

（協組）常総匠の会
㈲新大利根産業
ステップアップオフィス㈱
㈲セントラルシステム
㈱総合保険・富士
そめやパック㈲
㈲ダイトク
大徳運輸㈲
㈲タクミホーム
㈲たんぽぽ守谷店
㈱筑波銀行　守谷けやき台支店
㈲テイエムアールツー
㈲デジタルプラン
㈲寺田工業
㈲東京山恵
㈱ナオイオート　

フォード茨城守谷店
長塚エンタープライズ
㈱南山堂　守谷店
㈲野原工芸
ハンスホールベック㈱
㈱坂東太郎　ひな野守谷店
㈱日田建設工業
常陸建設工業㈱
㈲陽だまり
㈱ヒロカンパニー
㈱フューチャーライフ
㈱プロテックプランニング
㈲丸栄建設
㈲まるなか
㈱メディカルサービス
モスバーガー守谷店
森塾
㈱八木澤会計
㈲山建工業
㈱ユアビス
ユウアイペット㈲

けやき台動物病院
㈲吉岡企画
㈲吉岡商事
㈲吉河設計事務所
㈲ワールド
㈲渡海電気

大　井　沢　支　部

㈱アキタ製作所
㈲淺川コンクリート工業
㈱あっとホーム
㈱アドバンス・セーフティ
㈲イースト
イーストエクステリア㈱
㈲飯田工業
イタトイファーム（同）
㈱ウェルビー
エイ・ティ・ロムジャパン㈱
㈱笑美寿
海老原オート
㈲大久保建材店
大津歯科医院
㈲小野陶業

かねこ整形外科クリニック
㈱壁工房
㈲軽辺鉄工
㈲北守谷商事
共同印刷㈱　守谷工場
㈲共栄産業
㈱輝龍フーヅ
㈱グランドホームズ
㈲高栄
五行商事㈱
㈱コトブキ
㈱サイテック
㈱坂巻兄弟建設
㈲サン工業
㈱昌栄
新ナジコ興産㈱守谷事業所
㈲須賀緑化土木
スタジオライズ㈱
セブンイレブン守谷立沢店
㈲泰伸石油店
高橋運輸㈲

（福）筑桜会　さくら荘
㈲チャンス守谷店
東海漬物㈱守谷工場
㈱西巻製作所
㈱八甲商会
富士ビジネスサービス㈱
㈲船津自動車販売
㈱前川製作所　守谷工場
㈱マエバラ
㈱松井運輸
美濃紙業㈱茨城営業所
みらい薬局
㈲明和設備工業
㈲守谷製作所
㈲守谷造園
㈲森山商事
㈱屋根屋
㈲山喜産業
㈲やまこみそ
㈲山十産業
㈲ヤマヒコ

北　守　谷　支　部

Ｃonoah
㈱Social Design　

かいほの家　はるかぜ
㈱Social Design

新守谷はるかぜ保育園
㈱ＵＱホールディングス
Ｚｅｒо　Ｐоiｎｔ

（合）愛々ケアプランサービス
㈱アイアン
㈱アイエスレッカーサービス
㈱アプラム
イガラシ綜業㈱守谷営業所
㈲伊藤工業
伊藤ハム米久
ホールディングス㈱ 中央研究所
㈱イトマンスイミングスクール　

イトマンスイミングスクール守谷
宇都宮電子㈱つくば営業所
㈱エクセルウィル
㈲エステート坂
㈱エミフク　
オオシン㈱
㈲お菓子の店　メープル
柏市村㈲
門口司法書士事務所
㈱キャンイット
㈲クーロンヌ・ジャポン

㈱景都
㈱光駿コンサルタント

（医）光仁会　総合守谷第一病院
㈲小林造園
紺野事務所
㈲坂設備工業所
さくら化成機器㈱
㈲サンタムール
サンテラス歯科

（医）歯英会
シュトラール　美容室
㈱昭成工業
常総計装㈱
㈱常総テクノ
新栄住宅㈱
㈱信生道
㈱スカイ守谷調剤薬局
㈱スマイル
㈱住工房守谷
㈱全農ライフ茨城

みなみ販売所
㈱第一シーリング
ダイゴ興業㈱
㈲ダイトーファステム
㈲ダイヤマリーン
太陽電機サービス㈱
㈱たかんしゃ
㈱拓和新技術開発センター
㈲タケダ鉱物標本
㈲玉川地鶏めん棒　玉川
㈲筑志学院
㈲つくば学園通り

お煎餅いおり庵ふれあい店
㈱ツクバネットワーク
筑波補償鑑定㈱
つばさ薬局
デイサービス優善
㈱てすとぴあ
㈱デュープレックス・ギャザリング
㈱トータルスタッフ
㈱ニチイ学館
日栄商事㈱守谷支店
㈱日本計器製作所

つくばテクノロジーセンター
原田工房㈱
㈲ビジネスブレイン原田会計
㈲ビッグ・エー　(北守谷店)
㈲ひばり堂　守谷店
㈲ファミーユコーポレーション
㈱フェリスコーポレーション
NPO法人福祉の会ねこのて
㈱伏見設備工業所

（同）ＢＯＳＡＢＯＳＡ
㈲松丸酒店
水戸信用金庫　守谷店
㈱モリ匠
守谷管財㈱
守谷ふれあい薬局
㈱ゆうインタークロス　

新守谷センター
（医）裕進会　飯沼医院歯科
読売センター新守谷

（同）リソースポート
㈱リリーフパートナーズ

非公開事業所　４社
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守谷市地域福祉活動計画実践状況
　地域福祉活動計画は、地域で暮らす人たち一人ひとりがさまざまな力をひとつにま
とめ、つながり、支え合い、助け合いながら、地域の絆や関係づくりをすすめるため、
地域の皆さんにご協力いただきながら、第２期計画に取り組んでいます。また、今年
度も、守谷市敬老行事を各地区の地域福祉活動計画実行委員会が共催や協力をし、開
催したほか、「地域の顔が見える絆づくり」をともに進めています。

各地区の取り組み状況（抜粋）

高野地区（チームにわかれ活動）
 ネットワークチーム
　・‌�高野子どもヘルパー事業【地域の中で福祉の心を育む】‌

７月から来年３月まで、毎月１回、プログラムで高齢者や障がい児
との交流や様々な体験学習や活動

　・高野地区ボランティア講座開催（健康や介護をテーマ）
　・高野地区広報紙「かわら版きずな」発行（年４回）

 見守りチーム
　・‌�昨年度配布した松ケ丘小学校学区の見守りマップの活用状況アンケート調査と
　　一昨年の高野小学校区のアンケート調査を踏まえ、今後の取り組みの検討
　・高齢者見守りの取り組みの検討
 サロンチーム
　・高野地区内で活動して出前サロンの活動紹介冊子の作成、活用
 小地域活動推進
　・11月 11日、第 2回高野地区交流会「みんなで祝おう～敬老のつどい」への協力

守谷地区
 守谷地区全体活動
　・各ブロック代表者会議開催（２ヶ月／回）
　・「あいさつ強化キャンペーン」① 5月 28日～ 6月 1日　‌
　　　　　　　　　　　　　　 ② 10月 22日から 26日

　・定期イベント「わくわく体操」‌
　　　毎月１回（森林公園または守谷小コミュニティホール）

　・守谷地区広報紙「ささえあう街・もりや」年１回発行
 ブロック別活動　各ブロック会議開催、地域敬老会事業実施協力
　・Ａブロック　10 月 21 日「みんなで敬老を祝う会 ｣
　・Bブロック　11月 18日「世代間ふれあい交流会」
　・Cブロック　10月 14日「祝敬老・世代間ふれあい交流会」
　・Dブロック　‌�・わくわく亭（北園森林公園）4月～ 6月、9月～ 11月、3月（予定）‌

 ・地域情報誌発行「しあわせみんなで築こう」‌
 ・ひがし野連絡会、郷州沼崎線花壇花植え、ボランティアサークル立ち上げ支援

みずき野地区
 夏休みミニ寺子屋
　7月 24日～ 26日、担当講師のほか、ボランティアや愛宕中学校の生徒
も協力。自由研究や宿題の指導を行った。

 第 2 回地域敬老イベント（敬老行事実行委員会）
　9月 17 日、みずき野敬老のつどいを開催し、和太鼓・吹奏楽演奏や落
語等を実施

 みずき野朝市・フリーマーケット・ウォーキング大会同時開催
　11月 19日、地区内の公園をめぐる散歩道を利用したウォーキング大会やふるさとみずき野朝市など
を開催
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大井沢地区（5地区に分かれ活動）
 立 沢 地 区　　�10 月 20日、立沢秋まつり実施‌

きずな太鼓、子ども会ゲーム大会、健康体操など
 大 木 地 区　　�11 月 12日、炊き出し・防災訓練実施‌

訓練後、交流・ゲーム大会
 西板戸井地区　　�平成 31年 1月 19日のあわんとり実施に向けて会議
 東板戸井地区　　�11 月 25日、東板戸井ふれあいまつり実施‌

輪投げ、ビンゴ・じゃんけん大会など
 大山新田地区　　平成 31年 1月 20日のあわんとり実施に向けて会議

大野地区　地域行事を開催
 地区実行委員会（2ヶ月／回）
　全地区：10月13日　　第４回大野地区地域福祉まつり開催
　　　　　　　　　　  　地域○×クイズ、地区対抗輪投げ大会、
　　　　　　　　　　  　キッズダンスやひょっとこ踊り、
　　　　　　　　　　  　守谷中学校吹奏楽部の演奏‌
 向崎地区　4月8日　　 花まつり
 中坪地区　8月23日　  二十三夜尊の祭礼‌
 新山地区　9月24日　  大野彼岸花開花まつりと案山子まつり
　　　　　　　　　　　  地域の方々による手作りの案山子を出展
 大柏地区・下ケ戸地区・上坪地区　  防災訓練や炊き出し訓練など実施
 小地域活動推進
　・8月  4日　　大野ふれあいまつりと敬老行事開催
　 12月  1日　　中坪地区敬老行事への協力

北守谷地区（課題ごとに分かれて活動中）
 協力員制度部会
　 ・御所ケ丘５丁目助け愛の会（御所ケ丘５丁目の有志が
　　ご近所同士で、ゴミだしやちょっとした樹木の伐採剪定、
　　茶話会などの助けあい事業）

 北守谷遊歩道・どこでも茶屋ぶらぶら亭（大山公園）
　 ・春シリーズ（3月 18日〜 6月 17日まで開催）
　・秋シリーズ（9月 23日〜 12月 2日まで開催）
　・コラボ開催（ウォーキング防犯パトロール、コーラス、
　　　　　　　　ビンゴ大会など）

 北守谷遊歩道・くわがた亭（くわがた公園）
　・春 4回、秋 3回開催、わいわい大井沢（大井沢小まつり）に出張開店

 広報部会
　・ふれあい北守谷を発行

 グラウンドゴルフ部会
　・�薬師台 5丁目多目的広場（毎月第 2・第 4水曜）と大山公園（毎月第 1・第 3水曜）で実施初めて
の方には道具貸出もあります。

 異世代交流部会
　・わいわい大井沢や御所ケ丘小児童クラブ等で工作教室を開催

 小地域活動推進
　・10月 6日　　北守谷地区敬老行事への協力
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1月4日はお休みです は電話相談日です

24
   31

   1 2 3 4 5
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 13 14 15 16 17 18 19

 20 21 22 23 24 25 26

 27 28 29 30 31

      1 2

 3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19 20 21 22 23

  25 26 27 28 29 30

      1 2

 3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19 20 21 22 23

 24 25 26 27 28

3 月2 月1 月

専
門
相
談
予
定
表

ふ く し 相 談　○印 　　　　　事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
年金労務相談　□印 

　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時

【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※�予約は、各相談日の前週金曜日までに社協
事務局まで電話にてご予約ください。

　　電話相談でも予約を受付ます。

　　　　　　　　　　  ４８−５５５５
    ◇毎週金曜日　午前１０時から午後３時

電話相談

年
末
年
始
の

お
知
ら
せ

年
末
年
始
の

お
知
ら
せ

 

各 

種 

窓 

口

　

・
社
会
福
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協
議
会

　

・
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
・
げ
ん
き
館

　

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 

福 

祉 

相 

談

　

１
月
７
日（
月
）午

後
２
時
〜
４
時

 

年
金
・
労
務
相
談

　

１
月
21
日（
月
）午

後
２
時
〜
４
時

 

電 

話 

相 

談

　

毎
週
金
曜
日

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

・
年
内
12
月
21
日（
金
）
迄

　

・
新
年
１
月
11
日（
金
）
〜

各
相
談
の
ご
案
内

12
月
29
日（
土
）〜

１
月
３
日（
木
）

　

右
記
期
間
、
休
業
・
休
館
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

休
業
・
休
館
中
は
、
何
か
と
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　１０月２６日、「福祉教育推進セミナー」が茨城県県民文化センターで開催。
このセミナーは、「子どもたちが地域で共に生きる力を育むため、福祉教育の発想と手法を学ぶ」ことを目的に開催
され、県内小中学校教職員や社協職員、関係者等が参加。まず、大阪教育大学教育学部教育協働学科の新崎国広教授
による「学校・地域・家庭の協働による地域共生社会の実現をめざした福祉教育」と題した講演では、地域や他職種
と連携し、「助け上手・助けられ上手」になってwin-win な環境づくりが重要で子どもたちを育てていくポイントで
あると語った。その後、常磐大学コミュニティ振興学部の池田幸也学部長も加わり、「そこが変だよ、ふくし教育」
と題し、参加者から質問や意見を受けながら対談。参加者からの「教育現場は忙しく、なかなか福祉教育に取り組む
時間がない」「地域や他職種にどうアプローチしたらいいか分からない」「福祉教育の好事例を紹介してほしい」など
の意見に対し、講師をはじめ参加者が意見を出しあい、今後の取り組みのヒントが得られるセミナーとなった。

　今年の６月下旬から７月上旬にかけて西日本を中心に記録的な
豪雨が襲い、西日本の各地で河川の氾濫や土砂災害など甚大な被害
をもたらしました。そんな中、全国社会福祉協議会等の要請に基づ

き、茨城県社会福祉協議会並びに県内の市町村社会福祉協議会の職員が広島県内の災害
ボランティアセンターに派遣され、本会職員も９月１１日から１７日まで呉市安浦町の
災害ボランティアセンターの運営支援活動を行ってきました。２ヶ月が過ぎ、仮設住宅
への入居も始まり、街中は落ち着きを取り戻りしつつありましたが、山並みが崩れ、田畑は土砂に埋まり、各所で道
路が流されている現状を目の当たりにし、改めて自然の脅威を感じましたが、被災者の皆さんの「ボランティアの皆
さんが来てくれて本当に助かります。ありがとう！」と涙ながら握手をしている姿や醤油醸造のうどん屋では、「店
内の泥出しや片付けを手伝ってもらい、元気ももらったから再開できたので、ボランティアにおいしいうどんを食べ
てもらうためにも頑張る！」と言った笑顔に災害に立ち向かう強さを感じました。

福祉教育の大切さを実感 !

　９月２５日、「秋の交通安全運動街頭キャンペーン」に守谷市ボランティア協会のメ
ンバーも参加。交通ルールの周知徹底とマナー向上など、市民交流プラザ前交差点とも
りや学びの里前交差点の２ケ所に分かれ、各関係団体、守谷高校生徒とともに自動車や

自転車運転者、歩行者にも交通安全を呼びかけた。
　１０月２２日、守谷市ボランティア協会交流研修会を守
谷市国際交流センターにて開催。今回は、守谷市障がい事
業所連絡協議会の小田佳史会長をお招きし、「守谷市内の
障がい者支援施設の概要とボランティアをする時の心構え」と題してお話をいただき、
改めて、障がいの種別や関わり方、市内の障がい児・者の関連施設も増えていることな
どを学ぶことができた。

ボランティア協会活動

実践報告
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　１０月６日 ( 土 )、つくばエクスプレス、関東鉄道の
両守谷駅にご協力をいただき、朝から２階コンコース
で、守谷市ボランティア協会会員が赤い羽根募金を呼
びかけた。また、午後からはイオンタウン守谷にご協

力いただき、ガールスカウト茨城第３９団員が買物客などに募金を呼びかけた。
　両会場で寄せられた募金（40,194 円）は、一旦県共同募金会に送金された後、市
内の福祉活動に充てられます。ご協力ありがとうございました。
　今年も市内小・中学校では、児童生徒・教職員が、ボランティア委員会や児童会、
生徒会活動として、昇降口などに立ったり、学校イベントなど、さまざまな方法で「共
同募金運動」に取り組んでいます。
　また、毎年、各地で発生する災害への義援金活動にも、イベントや部活動の発表会
などで取り組んでいる学校もあり、被災地の復興支援の一助にご協力いただいており
ます。

　

今
年
も
12
月
１
日
よ
り
全
国
一

斉
に
「
つ
な
が
り
さ
さ
え
あ
う
み

ん
な
の
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、学
校
や
企
業
・

団
体
な
ど
、
地
域
の
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
寄
せ
ら
れ
る
募
金

は
、
市
内
の
独
り
暮
ら
し
高
齢
者

や
障
が
い
児
・
者
、
要
保
護
家
庭

等
に
歳
末
支
援
金
と
し
て
、
配
分

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度

か
ら
配
分
対
象
や
配
分
基
準
を
見

直
し
す
る
と
と
も
に
、
配
分
方
法

も
申
請
方
式
に
変
更
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
同
様
に
配
分
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

募
金
目
標
額
を
２
，７
０
０
，

０
０
０
円
と
し
、
運
動
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
、
皆
さ

ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
年

も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
に
支
え
合
い
、
新
た
な
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
義
援
金
報
告

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

平
成
30
年
７
月

�

豪
雨
災
害
義
援
金

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
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林
荘

１
３
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６
２
円

・
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ず
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民
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き
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内
会

１
３
４
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６
円

・
壽 

香
扇
会

３
４
，５
０
０
円

・
栄
町
町
内
会

１
２
，０
９
４
円

・
大
野
小
学
校

１
１
，４
４
２
円

・
黒
内
小
学
校

４
０
，１
８
４
円

・
守
谷
中
学
校

３
６
，９
４
４
円

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
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福
祉
の
会
ね
こ
の
て

２
５
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０
０
円

平
成
30
年
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海
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振
東
部

地
震
災
害
義
援
金

・
間
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大
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０
０
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団
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０
０
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１
４
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０
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特
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養
護
老
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ホ
ー
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林
荘

１
１
，０
１
０
円

・
文
化
会
館
手
編
み
教
室

１
１
，２
４
５
円

・
松
前
台
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学
校２

４
，７
３
８
円

・
守
谷
小
学
校

８
６
，０
０
０
円

・
黒
内
小
学
校

４
０
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８
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円

・
Ｎ
Ｐ
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２
５
，０
０
０
円

・
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１
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０
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茨
城
県
共
同
募
金
会
守
谷
市

共
同
募
金
委
員
会
（
守
谷
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協
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口
）
で
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、
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
平
成
30

年
12
月
28
日
ま
で
、
熊
本
地
震

災
害
義
援
金
と
平
成
30
年
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道
胆
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東
部
地
震
災
害
義
援
金

を
平
成
31
年
３
月
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長
し
、
お
預
か
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お
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ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
支
援
ご
協
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お
願
い
い
た
し
ま
す
。

△大野小学校

▽松前台小学校

△守谷中学校

▽守谷小学校

◁黒内小学校

●
全
国
社
会
福
祉
大
会
開
催

　

11
月
22
日
、
東
京
都
港
区
に

あ
る
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
平
成
30
年
度
全
国
社
会
福

祉
大
会
」
が
開
か
れ
、
全
国
か

ら
約
１
︐５
０
０
の
個
人
・
団

体
等
に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

は
じ
め
、
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
、
中
央
共
同
募
金

会
会
長
表
彰
が
贈
ら
れ
た
。

◎
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

小
林　

友
勝
（
社
協
職
員
）
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　○お申込み、お問い合わせ先：
　　　  〒 302-0116 守谷市大柏９５４－３　守谷市社会福祉協議会事務局
　　　  電話　０２９７（４５）００８８　FAX　０２９７（４８）５５５４
　　　  Ｅメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp

ひ
と
り
親(

母
子
・
父
子)

家
庭
親
子
遠
足

　

今
年
も
ひ
と
り
親
（
母
子
・
父
子
）
家
庭
の
み
な
さ
ん
た
ち
の
交
流
と
し
て
、「
デ
ィ

ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
へ
の
日
帰
り
バ
ス
遠
足
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
毎
日
、
が
ん

ば
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
夢
の
国
で
楽
し
い
１
日

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？
ひ
と
り
親
家
庭
で
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
参
加
も
受
付

し
て
お
り
ま
す
。

● 
日　

時
：
平
成
31
年
３
月
24
日（
日
）

● 
行
き
先
：
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
（
千
葉
県
浦
安
市
）

● 
対　

象
：
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
親
子
（
中
学
生
ま
で
）

● 

定　

員
：
親
子
40
名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

● 

参
加
費
：
大
人
：
６
，０
０
０
円　

中
学
生
：
５
，０
０
０
円

　

 　
　
　
　

小
人
（
４
才
～
小
学
生
）
：
３
，５
０
０
円　

３
歳
以
下
：
３
０
０
円

● 

申
込
・
締
切
・
問
合
せ
先

参
加
希
望
さ
れ
る
ご
家
族
は
、
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
往
復
は
が
き
の
往
信
面

に
下
記
の
社
会
福
祉
協
議
会
住
所
を
裏
面
に
参
加
希
望
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢

（
学
年
）・
電
話
番
号
・
携
帯
電
話
番
号
・
障
害
手
帳
の
有
無
等
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、平
成
31
年
１
月
31
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
お
申
込
下
さ
い
。

　
　

※
最
少
催
行
人
数（
25
名
）に
満
た
な
い
場
合
、
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ひとり親（母子・父子）家庭、
就学援助（要保護・準要保護）
認定家庭の児童・生徒に入学・
卒業祝金を贈呈します

すべて自己申請になりますので、
くれぐれも申請を忘れずに！

　社会福祉協議会では、何らかの事情により父母のどち
らか、または両親がいない家庭、諸事情で生活が困窮し、
生活保護や準要保護の認定を受けている家庭の児童・生
徒を対象に赤い羽根募金配分支援事業として、入学・卒
業のお祝い金を贈ります。
●贈呈対象要件
　・ひとり親（母子・父子）、または就学援助（要保護・

準要保護）認定を受けている家庭
　①市内在住で、平成３１年３月 中学校を卒業する生徒
　②市内在住で、平成３１年４月 小学校・中学校に入学

する児童・生徒
●贈呈金額
　・対象児童・生徒一人につき　１０, ０００円
●申請・問合せ先
　・�対象となる児童・生徒の保護者の方は、平成 31年
1月 31 日（木）までに下記まで、対象児童・生徒
名、生年月日、入学・卒業予定校、住所、保護者名、
電話番号、個人情報取扱同意の可否等を電話・Ｆ
ＡＸ・メール・窓口でお申込み下さい。（なお、贈
呈は決定通知後、３月下旬を予定しております）

　

守
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
各
種
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

（
正
職
員
）

①
職
種
・
人
員
：
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者 

２
名

　

勤
務
内
容
：
訪
問
介
護
事
業
所
業
務
・
訪
問
介
護
業
務

　

採
用
予
定
日
：
平
成
３１
年
４
月
１
日

　

給　

与　

等
：
守
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
規
程
に
基
づ
く

　

応
募
資
格
：
昭
和
５４
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
介
護
福
祉
士
の

　
　
　
　
　
　
　

有
資
格
者
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
持
者
・
パ
ソ
コ

　
　
　
　
　
　
　

ン
操
作
可
能
者
・
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
に
規
定
す
る

　
　
　
　
　
　
　

欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者

（
非
常
勤
職
員
）

②
職
種
・
人
員
：
生
き
が
い
活
動
非
常
勤
看
護
師　

２
名

　

採
用
予
定
日
：
平
成
３１
年
４
月
１
日

　

勤
務
内
容
：
介
護
予
防
事
業
利
用
者
の
生
活
支
援
・
健
康
相
談
等

　
　
　
　
　
　
　

平
日
：
週
３
～
４
日　

９
時
～
１６
時

　

給　

与　

等
：
時
給 

１
︐１
０
０
円

　

応
募
資
格
：
看
護
師
の
有
資
格
者
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
持
者

③
職
種
・
人
員
：
非
常
勤
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー　

若
干
名

　

採
用
予
定
日
：
随
時

　

勤
務
内
容
：
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
の
訪
問
介
護

　
　
　
　
　
　
　

月
曜
日
～
土
曜
日
・
祝
日
：
週
３
～
４
日　

　

給　

与　

等
：
時
給 

９
５
０
円
＋
移
動
手
当
（
そ
の
他
手
当
あ
り
）

　

応
募
資
格
：
介
護
福
祉
士
又
は
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者
（
ホ

　
　
　
　
　
　
　

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）
の
有
資
格
者
・
普
通
自
動

　
　
　
　
　
　
　

車
運
転
免
許
所
持
者
で
概
ね
５５
歳
位
ま
で
で
、
自
家
用

　
　
　
　
　
　
　

車
の
使
用
で
き
る
方

◎
申
込
方
法
：
左
記
の
書
類
等
添
え
て
平
成
30
年
12
月
17
日
（
月
）
か

　
　
　
　
　
　
　

ら
平
成
３１
年
１
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
下
記
事
務
局
へ

　
　
　
　
　
　
　

持
参
又
は
郵
送
に
て
申
込
み
下
さ
い
。

◎
提
出
書
類
：
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
交
付

　
　
　
　
　
　
　

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
記
入
・
写
真
を
添
付
。

　
　
　
　
　
　
　

最
終
学
歴
の
卒
業
証
書
の
写
し
（
①
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し
、有
資
格
書
の
写
し
、

　
　
　
　
　
　
　

又
は
取
得
見
込
み
で
あ
る
証
明
す
る
書
類
等

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集


